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イネウンカ類個体数調査における見取 り法の調査効率
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害虫の適切な管理技術 を構築するためには,害 虫の個

体数を的確に推定する手法が不可欠である。害虫の個体

数推定には,生 息環境や目標 とするステージにより様々

な調査方法が開発されている。同種の昆虫の個体数推定

に異なる調査法を適用した場合,そ れぞれの調査法間の

個体数推定値の比較を行 うには効率や精度に関する知見

が必要となる。効率とはサンプリングした範囲に棲息す

る昆虫の総数に対する捕獲割合のことである。また精度

とは個体数推定値に対する標本誤差の大 きさのことであ

る(久 野,1986)。 イネウンカ類の水田内の個体数調査

法には,肉 眼で直接個体数を数える見取 り法の他に,捕

虫網によるすくい取り法,粘 着板などに払い落とす方法

(粘着板法,NAGATAdOdMASUDA,1978),電 気掃除機な

どの吸引装置を利用 して吸い取る方法(サ クションマシ

ン法,久 野,1968;CARINoetaL,1979;PERFEcTand

CoOK,1983)な どがある。すくい取 り法は捕獲効率や調

査精度に関する調査が,ツ マグロヨコバイ(高 井 ら,

1965;村 松 ら,1970;那 波,1982)や ヒメ トビウンカ

(八谷,1984)で 行 われている。粘着板法では トビイロ

ウンカ(NAGATAandMAsuDA,1978 .)や セ ジロウンカ

(野田,1987;飯 富 ら,1988) .で同様な調査が行われて

い る。サ クシ ョンマシ ン法で はPERFEcTandCooK

(1983)に よ り,イ ネウンカ ・ヨコバイ類の他にそれら

の捕食性天敵類についても効率と精度が調査されている。

見取 り法は特別な器具を使用せず簡便ではあるが,効

率や精度に関する調査は,ト ビイロウンカの第1世 代雌

成虫(KUNO and HOKYO,1970)お よびツマグロヨコバ イ

(HOKYO and KUNO,1970;那 波,1982)以 外 にない。筆

者らは水田内のイネウンカ類の個体数調査を複数の方法

を併用して行っている。 ここではイネウンカ類(ト ビイ

ロウンカおよびセジロウンカ)成 虫について
,見 取 り法

で得た密度から実際の密度を推定するための係数を雌雄

翅型別に求めたので報告する。

調 査 方 法

イネウンカ類の個体数データは,九 州農業試験場(福

岡県筑後市)の 無防除水田において1987一一1990年に調査

した結果を利用した。約2.5aの 水 田に毎年6月 下旬に

中苗(品 種レイホウ)を 移植 し,慣 行に従って栽培した。

調査区として水田内に周囲数例を除いた東西55株,南 北

80株 合計4,400株 の調査区を設けた。個体数調査に見取

り法とサクションマシン法を併用したが,そ の調査方法

の概要を以下に示 した。

(1)見 取 り法

移植後数日目から10月末まで,原 則として1日 おきに

行った。調査株数はイネウンカ類の飛来期間(6月 下旬

から7月 中旬)は100～550株,そ の後は75～250株 とし,

イネウンカ類の個体数や調査労力に応じて変化させた。

調査株の選定はまず東西方向の列を系統抽出し,そ の例

の全株もしくは一定間隔おきに株に抽出し,1株 ごとに

イネウンカ類の成虫について種別に雄雌,翅 型 を計数 し

た。

(2)サ クションマシン法

電気掃除機を改良 したサクションマシンを用いて,7

月中旬から10月末まで原則として週1回 行った。調査株

数は原則として50株 とし,調 査株は系統抽出法により選

定した。その際連続する調査で隣合う株を選定したり,

一度調査した株をふたたび選ぶことがないようにした。

調査ではまず選定した稲株に,上 部にテ トロンゴース製

の袋を取り付けた円筒容器をかぶせ,昆 虫類の飛翔によ

る脱出を防いだ。その後,袋 の口をわずかに開いてサク

ションマシンの吸引ホースを差し込み,稲 株上の節足動

物をすべて水面上に払い落 し,水 とともにサクションマ

シンで吸引 した。吸引された節足動物はテ トロンゴース

製の小袋に捕集されるので,1株 ごとに回収 しただちに

70%エ タノール中に保存 した。この試料は実験室に持ち

帰 り,イ ネウンカ類は実体顕微鏡下で種別に成幼虫数を
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計数 した。

HOKYO and KUNO(1970)は サ クションマシン法によ

る調査結果は,イ ネウンカ類の密度や稲の生育段階の違

いなどの影響を受けにくいと述べている。本方法は円筒

容器をかぶせる際の昆虫類の若干の脱出を除いては,稲

株上の昆虫類をほとんど完全に捕獲 していると考えられ

る。そのためサクションマシン法による密度推定は現在

のところ他の方法にくらべて実際の密度に近いと考 えら

れた。そこで本報告では見取り法の調査効率をサクショ

ンマシン法の結果に対 して求めた。調査効率を求める場

合には,本 来なら同じ稲株上の個体数を別々の方法で調

査 し,両 者の関係を調べるべきであるが,本 調査では調

査時間の都合上同時に両調査法を行うことができなかっ

た。そこで便宜的ではあるが,サ クションマシン法によ

る調査を行った前後の日に,見 取り法による調査を行い

以下のように調査効率を計算 した。

移植後t日 目にサクションマシン法による調査を行っ

た場合,

見取り法の調査効率=(t-1,t十1日 の見取り法によ

る1株 当り密度の平均値)/(t日 のサクショ

ンマシン法による1株 当り密度の平均値)

サ クションマシン法による調査は,イ ネウンカ類の飛

来後次世代以降を対象に行ったので,見 取 り法による調

査効率も移植後30日 目以降の調査結果を対象とした。

結 果 お よ び 考 察

見取 り法の調査効率に影響を与える要因として,調 査

者の個人差,水 稲の生育状態,イ ネウンカ類の密度など

が考えられる。本報告の見取 り法による調査は,常 に1

名で行ったので,本 報告では個人差については考慮せず,

水稲の生育状態およびイネウンカ類の密度について検討

した。効率に対する両者の影響を同時に考慮するため,

ドヒイロウンカ雌成虫の見取り法調査効率を目的変数,

水 稲の生育状態の指標として水稲移植後の 目数(以 後

第1表 トビイロウンカ雌成虫の見取 り法調査効率(目 的変数)

と移植後 日数(DAT)お よび密度 の関係

a)移 植 後 の 日数

b) ,サ ク シ ョ ンマ シ ン法 に よ る密 度

c)偏 相 関 係 数 のF値

d)偏 相 関 係 数 の 有 意性.**;p<0.Ol,n.s.;p>0.05

第1図 トビイロウンカ雌成虫の見取 り法調査効率 と移植後の

日数 との関係

●:長 翅型,○:短 翅型

DAT,Days after transplanting),お よびサ クションマ

シン法による密度の2変 数を説明変数として重回帰分析

を行った(第1表)。 偏相関係数およびF値 から,水 稲

の生育ステージが進むほど見取り法調査効率が有意に低

下するが,イ ネウンカ類の密度は調査効率へわずかの影

響を及ぼすだけであることが明 らかとなった。

調査効率とDATの 関係を示 した第1図 からは,長 翅

型,短 翅型 ともばらつきはあるものの70一一80DAT付 近

から変化することが読み取れた。本調査に用いた品種レ

イホウは出穂期が9月 第1半 旬ごろ(75DAT前 後)で

あることから,見 取り法の効率は出稲期の前後で異なる

ことが考えられた。そこで便宜的ではあるが出穂期の前

後に分けて調査効率を求めることにした。まず見取 り法

による密度をx,サ クションマシン法による密度をyと

した回帰式を,ト ビロウンカでは雌雄,翅 型別に出穂期

の前と後で計算した。セジロウンカは通常8月 の第2世

代がピークとなり,出 穂後の密度は非常に低く実用的で

はないため出穂前についてのみ計算した。結果はすべて

の組合せで相関係数が有意であった(p〈0.01)。 また回

帰式の切片の値のy=0か らのずれは,ト ビイロウンカ

長翅型雄の出穂前の結果以外は有意性が認められなかっ

た(p>0.05)。 原点からのずれが有意となった1例 につ

いても,そ の切片の値0.19は 他の例の切片の値(一 〇.13

～0 .28)と 違 いはなかった。そこですべての組合せにつ

いて原点を通 る回帰直線を仮定し(y=bx),傾 きbの

値を計算 した(第2表)。 このbの 値は調査効率の逆数

なので,見 取り法により得られた密度から実際の密度は

推定するための係数となる。

トビイロウンカでは出穂前にくらべて出穂後は調査効

率が55-80%低 下 した。雄雌を比較すると出穂後の長翅
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第2表 見取 り法のサク ションマシン法に対す る調査効率

a)b:回 帰式Y=6xの 傾 き(=見 取 り法調査効率の逆数)

X:見 取 り法によ る1株 当 り個体数,Y:サ クシ ョンマ シン

による1株 当り個体数

型 を除き,ど ちらの翅型も雄の効率が低くなった。また

翅型間の調査効率を比較すると雌では長翅型のほうが,

雄では短翅型のほうが低くなった。これらの結果から,

成虫の雌雄や翅型の違いにより体のサイズや活動性が異

なることが,見 取 り法の調査効率に影響を及ぼしている

ものと考えられた。セジロウンカの雌の翅型の違いによ

る効率の違いは,ト ビイロウンカにくらべると小さく,

トビイロウンカと同様に雌よりも雄の効率が低 くなった。

見取り法による調査は,他 の個体数調査法にくらべて

調査者の個人差が影響しやすいと考えられている。その

ため複数の調査者による結果を検討する必要がある。イ

ネウンカ類につて本報告 と同様な調査 を行った例は,

KUNOandHoKYo(1970)の トビイロウンカ第1世 代短

翅雌成虫の結果だけである。彼らの結果はb=1.61で

あ り,本 報告のb=1.72と ほとんど違わなかった。ッ

マグロヨコバイではHoKYOandKUNO(1970)に よ りb

=2.0が,那 波(1982)に よりb=2 .23が 得 られてい

る。このことから見取 り法の効率に対する個人差は,あ

る程度の経験を積んだ場合には稲の生育による影響にく

らべて小さいと思われた。

正確な個体数を推定するためには,調 査法による効率

を求めるだけでなく,一 定の調査精度を満足にするため

に必要な標本数(本 報告では稲株数)を 決定する必要が

ある。 トビイロウンカの雌成虫について,久 野(1986)

に もとづき各調査 日ごとの相対精度(D=標 準 誤差/平

均密度)を 算出したところ,サ クションマシン法,見 取

り法どちらもD=0.3～0.1の 範囲にあった。一般的な

個体群動態調査ではD=0.2前 後が必要 とされている

(久野,1986)の で,本 報告における調査株数(サ クシ

ョンマシン法50株,見 取 り法75-250株)は 適当であっ

たと考えられた。
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